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要約

黒毛和種間接検定材料牛404頭の枝肉横断面画像(以下，枝肉画像)を用い，横断面上の皮下脂肪や筋間脂肪の

実面積および面積割合について，より的確で簡易な測定方法を検討することを目的とした。枝肉画像から，僧帽筋

および広背筋外側の皮下脂肪，内側の筋間脂肪，皮下脂肪の和(皮下脂肪〔全体J)，筋間脂肪の和(筋間脂肪〔全
体J)および皮下脂肪と筋間脂肪の和(合計脂肪)の実面積を測定した。また，筋間脂肪と合計脂肪は，筋間脂肪に
菱形筋を含まない筋間脂肪 lならびに合計脂肪 1および菱形筋を含む筋間脂肪2ならびに合計脂肪2を用いた。枝

肉画像から，安定的かつ簡易に長さを計測できる部位として，胸椎端部外側から胸椎腕突起までの基準長，胸最長

筋と僧帽筋を結んだ接線，胸椎腕突起から基準長に対して垂直な直線，腸肋筋左側端を通る直線，基準長に対して

30度の直線の全長，各直線の皮下脂肪および筋間脂肪部を測定対象とした。 404頭の記録を，重回帰分析で推定式

を決定するためのデータセット 1(n=202)と，推定精度を検証するためのデータセット 2(n=202)に分類した。

3変数に制限した重回帰式の決定係数は，皮下脂肪〔全体〕で 0.89，筋間脂肪2C全体〕で0.85，合計脂肪2で0.87

と高い値を示した。また，データセット 2により推定精度を検証したと乙ろ， 0.81-0.87と高い決定係数を示した

ことから， 3ヵ所の脂肪厚の測定により，枝肉横断面上の脂肪面積を高い精度で推定する可能性が示された。
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緒言

和牛では，これまで脂肪交雑の程度に重点をおいた

改良が進められてきたが，最近ではより収益性の高い

枝肉の生産が求められる傾向にあり，肉質とともに肉

量の点からも改良を行う必要性が指摘されている 1)。

現在の格付基準において，部分肉歩留に影響すると考

えられる脂肪の量の評価値は，皮下脂肪厚や筋間脂肪

厚のみであり，その測定箇所も lヵ所だけであること

から，牛枝肉の皮下脂肪や筋間脂肪の全体量について

十分に評価しきれていない可能性が考えられる。ま
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た，皮下脂肪厚の測定方法は，第 6-7肋骨間切開面

において，腸肋筋側端から枝肉表外側に直角に上げた

線上で，広背筋外側から枝肉外側までの長さと規定さ

れ，また，筋間脂肪厚については，腸肋筋側端から広

背筋内側までの長さと定義されている九しかし，枝

肉外側面が歪んでいたり，凹凸がある場合，測定者間

で皮下脂肪厚や筋間脂肪厚の測定値に差が生じる可能

性があり，正確で客観的な脂肪厚の評価を行いにく

いことがうかがえる。さらに，筋間脂肪厚は，通常，

間接検定等の枝肉調査事業以外では記録として残って

いない。

ごれまでに， Karnuahら3) 撫ら4)および長谷川ら 5)
















